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Ordinary Kriging, OK, and Regression Kriging, RK, are the spatial statistical methods that are possible to 
estimate a horizontal distribution in a study area from discrete data. OK is the method which takes account of 
only spatial auto-correlation structure of the data, while RK is the method which takes account of an interrela-
tionship between spatial auto-correlation structure and some auxiliary variables to minimize the estimation er-
ror. Analytical processing for OK and RK methods was performed by the R-Language (R Core Team, 2012) 
and its some additional libraries. The auxiliary variables required to perform RK method were prepared by a 
GIS application, Quantum GIS (Quantum GIS Development Team, 2012). The 3-dimensional geographic rep-
resentation of the estimation maps was performed by the Google Earth (Google, 2012).
In this report, OK and RK methods were applied to one of the Earth scientific information, SPM (Su-
pended Particulate Matter). Then, these methods were considered by comparing two estimation maps, and fi-
nally considered qualitatively by displaying these maps in the Google Earth.
























よび RK 法に関する詳細な数学的背景は， Hengl, 
Heuvelink and Rossiter（2007）と Hengl（2009）に述べら







OK 法および RK 法を用いてその空間分布を推定し，
それらの比較および考察を行なった。さらに，推定した
分布図を Google Earth に表示して，SPM 分布と地形と
の関係を定性的に考察した。
*　岡山大学大学院自然科学研究科地球科学専攻，〒700-8530　岡山市北区津島中 3-1-1
*   Division of Earth Science, Graduate School of Science and Technology, Okayama University, Okayama 700-8530, Japan
OKAYAMA University
Earth Science Reports,
Vol. 19, No.1, 19-24, (2012)
































（ Downsampling ） し た 。またバッファー 距 離 は ，約
5000m 間隔で，海岸線から遠いほど大きいとして定義し
た。








OK   法  および    RK   法による推定とその比較  





図 1 の領域で OK 法により推定された分布とその推定
分散（推定誤差）である。
図 2.　OK 法による SPM のバリオグラム
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図 3.　図 1 の領域において OK 法により推定された SPM の分布とその推定分散
図 3 の彩色は，推定値および分散値全体の最小値を
赤色に，最大値を紫色になるように共通のスケールで
行なった。図 3 より，OK 法では，測定点周辺以外の領
域における分散が比較的大きくなっていることが分かる。
　続いて，RK 法を用いて SPM の分布推定を行なった。
最初に，各測定点における SPM の値と標高およびバッ
ファー距離の関係を検討した。その結果を図 4 に示す。





図 5 は図 1 の領域で RK 法により推定された SPM の分
布とその推定誤差で，図 6 は図 3 と図 5 を並べたもの
である。その結果，図 5 において OK 法と RK 法で異な
る推定分布を導いたことから，RK 法は SPM の測定値
以外の要素を反映したことが分かる。これは，RK 法に
よる推定の際に使用した 2 種類の補助変数の影響が現
れたものであると考えられる。従って，RK 法は OK 法に
対して地形の影響を受けた推定法であるために，OK
法よりも現実に即した分布を導いたと考えられる。
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図 5.　図 1 の領域において RK 法により推定された SPM の分布とその推定分散　（図 3 と同じスケールで彩色）
図 6.　OK 法と RK 法による SPM の推定結果と推定分散の比較
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図 7.　Google Earth で表示した SPM の推定分布図　（南西方向からの視点）
［左側：OK 法，　右側：RK 法］
Google  E  arth   による  表示  
　次に，OK 法および RK 法により推定された SPM の分
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